
決算月 １２年９月 １３年９月

連結売上 4,094 4,169

営業損益 -233 207

   （％） 赤字 5.0

純資産 779 2,221

自己資本比率 10.0 26.2

ＤＥレシオ 2.46倍 1.38倍

キャッシュ -340 285

（上記はフリーキャッシュフロー）
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10月

30日
、
９
月
の
中
間
決
算
を

公
表
さ
れ
ま
し
た
。

12年
９
月
決
算

と
比
較
は
上
表
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
も
第
三
者
割
当

増
資
１
５
０
０
億
円
の
振
込
み
完
了

に
よ
り
、
総
資
産
は
７
９
６
２
億
円

に
増
加
し
、
負
債
が
５
７
４
４
億
円

に
減
少
し
て
い
ま
す
。

13年
度
の
第
３
四
半
期
決
算
の
累

計
で
は
、
連
結
売
上
６
１
３
９
億
円
、

営
業
損
益
３
６
７
億
円
（
６
％
）
の

黒
字
、
純
損
益
も
１
１
２
億
円
の
黒

字
と
な
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

今
後
３
年
後
と
な
る
１
７
年
３
月

期
決
算
で
営
業
利
益
率
を
２
桁
に
す

る
と
の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

毎
月
の
賃
金
カ
ッ
ト
が
続
き
、
昨

年
の
年
末
一
時
金
と
３
月
の
年
度
末

が
不
支
給
と
な
り
、
今
年
の
夏
季
一

時
金
が
交
渉
で
も
「
特
別
支
給
金
」

が
見
送
ら
れ
、
生
活
苦
は
限
界
状
態

に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の

11月
の
労
使
交
渉
で

12月
に

２
か
月
分
の
一
時
金
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
ホ
ッ
ト
し
て
い
る
の

が
現
実
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
毎
月
の
賃
金
カ
ッ
ト
７
・

５
％
を
元
の
賃
金
水
準
に
戻
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

14春
闘
は
「
連
合
」
「
電
機
連
合
」

で
も
、
賃
金
の
ベ
ー
ア
ッ
プ
要
求
に
向

け
て
動
い
て
い
ま
す
。

来
春
に
は
消
費
税
率
が
５
％
か
ら
８

％
へ
ア
ッ
プ
し
、
食
料
品
な
ど
生
活
必

需
品
の
物
価
が
大
幅
に
上
昇
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
消
費
税
増
税
分
３
％
と
物
価

上
昇
分
２
％
を
合
わ
せ
て
、
最
低
５
％

（
月
収

30万
円
で
１
万
５
千
円
）
の
賃

上
げ
を
し
な
い
と
、
現
在
の
生
活
水
準

も
維
持
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

賃
上
げ
も
最
大
限
要
求
す
る
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ル
ネ
サ
ス
の
職
場
実
態
も
含
め
て
、

積
極
的
に
率
直
な
ご
意
見
を
返
信
葉
書

投
函
で
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

選択と集中で復活できるか

リストラシンポ開催！

１０月１３日（日）都内で「ルネサスの指名

解雇を許すな」のシンポジウムが開催されまし

た。講演された桜美林大学の藤田実教授から

「選択と集中で日本半導体は復活できるか」を

テーマにして、産業分析の観点から「世界半導

体市場の分析」「日本半導体産業衰退の理由」

「半導体産業復活のために何が必要か」などに

ついて詳細に分析され、リストラだけでは半導

体産業の復活は出来ないと強調されました。

将
来
に
渡
っ
て
安
心
・
安
全
を

ルネサス本社と団交を実施

今回の管理職を降格させての「早期退職募集」において、多数回の退職

強要面談が行われ、多くの相談が電機・情報ユニオンに寄せられ、加入し

た管理職が神奈川労働局に申請して「助言指導」により強要面談が止まっ

たりしました。その後、ルネサス本社に対して電機・情報ユニオン中央本

部が団体交渉を９月２４日（火）１３時に本社で申し入れ、１０月１８日

（金）１０時３０分～１２時にかけて第１回目の交渉が行われました。

９
月
中
間
決
算
、
営
業
利
益
率
５
％
に

雇
用
の
安
定
と
生
活
改
善
が
緊
急
に

14春
闘
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を



絵

手

紙

で

ご

挨

拶

株
式
市
場
は
、

リ
ス
ト
ラ
人
減
ら

し
が
終
了
し
た
ら

株
価
上
昇
へ
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

企
業
活
動
と
し
て
一
定
程

度
の
営
業
利
益
を
上
げ
る

の
は
容
認
で
き
る
も
の
の
、

そ
こ
で
働
く
社
員
に
大
き

な
犠
牲
を
強
い
て
の
「
２

ケ
タ
の
営
業
利
益
」
を
上

げ
る
こ
と
を
容
認
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

働
く
人
々
が
明
日
へ
の
希

望
に
満
ち
た
会
社
生
活
を

出
来
る
事
が
な
り
よ
り
も

大
切
で
は
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
（
Ｔ
）

編集後記
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◆
「
食
材
の
偽
装
」

日
本
の
「
お
も
て
な
し
」

こ
れ
で
は
崩
れ
て
い
く

◆
「
秘
密
保
護
法
」

何
が
秘
密
か
も
ひ
み
つ

目
・
耳
・
口
を
ふ
さ
ぐ

◆
「
船
長
若
田
さ
ん
」

日
本
人
と
し
て
初
め
て

期
待
大
き
い
頑
張
っ
て

◆
「
楽
天
が
優
勝
」

被
災
者
や
東
北
の
方
々
に

ど
ん
な
に
力
を
与
え
た
か

休
憩

室

14春
闘

で
労

働
条

件
の

抜
本

的
な

改
善

を

(
日
立
超
Ｌ
)
で
は
今
月
、
労
働
組

合
の
主
催
に
よ
る
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
事

業
構
造
改
革
や
早
期
退
職
な
ど
の
施

策
が
続
き
、
職
場
の
活
気
も
薄
れ
て

い
る
気
が
し
ま
す
が
、
時
に
は
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
職
場
の
活

気
を
取
り
戻
し
た
い
も
の
で
す
。

実
質
的
な
労
働
条
件
の
改
善
も
必

要
で
す
。
こ
れ
か
ら
２
０
１
４
年
の

春
闘
が
始
ま
り
ま
す
が
、
日
立
製
作

所
の
川
村
会
長
は
先
日
の
記
者
会
見

で
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
(
賃
上
げ
)
も

「
一
つ
の
選
択
肢
」
と
言
明
し
て
い

ま
す
。
(
日
立
超
Ｌ
)
は
こ
の
数
年
間

の
春
闘
で
、
日
立
グ
ル
ー
プ
の
中
で

も
低
い
水
準
の
労
働
条
件
に
抑
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
今
後
の
事
業
の
発

展
と
会
社
経
営
の
安
定
に
つ
な
が
る

仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
、
労
働
条
件
の
抜
本
的
な
改
善

が
望
ま
れ
ま
す
。

（
Ａ
）

賃
金

カ
ッ

ト
の

廃
止

を

毎
月
の
賃
金
カ
ッ
ト
が
２
万
円
を

越
え
る
状
態
が
ず
っ
と
続
い
て
お
り

一
時
金
の
不
支
給
が
重
な
り
日
々
の

生
活
は
厳
し
さ
が
続
い
て
い
ま
す
。

会
社
経
営
が
大
変
な
状
態
と
思
い

ガ
マ
ン
し
て
き
ま
し
た
が
、
作
田
会

長
が
２
ケ
タ
の
営
業
利
益
率
を
上
げ

る
と
公
言
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
前

に
ひ
ど
く
な
っ
た
労
働
条
件
を
早
く

元
に
戻
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
何
よ
り
も
、
毎
月
の
賃
金

カ
ッ
ト
を
即
刻
廃
止
し
て
、
少
し
で

も
希
望
が
持
て
る
状
態
で
正
月
を
迎

え
た
い
も
の
で
す
。
労
使
の
発
展
的

な
交
渉
を
求
め
ま
す
。

（
Ｂ
）

ル
ネ
サ
ス
の
株
価
は
、
８
月
・
９

月
を
底
に
直
近
で
は
６
０
０
円
と
上

昇
推
移
し
て
い
ま
す
。

（
Ｃ
）

一時金２．０ヶ月に安堵、

組織再編に不安

秋闘は年間一時金２．０ヶ月で決着し、この

冬は久しぶりに減額なく２．０ヶ月以上の一時

金が支給されることになりました。職場にはひ

とまず安堵感があります。しかし１０月末から

次第に明らかになりつつある組織再編の話に、

新たな不安が生じています。ここ玉川事業所は、

ＮＥＣからの間借りのため、いずれ引き払う可

能性が高いと言われています。設計拠点の再編

で、移動先が武蔵になるのも大変だけど、北伊

丹だったらどうしようか。製造会社新設で、本

体から切り離されてリストラが加速するのでは

ないか。品証括は武蔵に統合ではないのか。Ｓ

ｏＣは結局どうなってしまうのかなど、それぞ

れに心配を抱えているようです。（投稿）

株
価

情
報

に
つ
い

て

職
場

た
よ

り

円


